
お 知 ら せ
平 成 ２ ８ 年 ６ 月 ２ １ 日
秋田河川国道事務所
秋 田 港 湾 事 務 所
金足農業高等学校

環境土木科

将来の土木を担う高校生を対象とした現場見学会を開催
～国道７号 下浜道路及び秋田港を見学～

国土交通省が事業を進めております、国道７号 下浜道路及び秋田港港
湾工事において、金足農業高校環境土木科の３年生３５名を対象とした、
「現場見学会」を行います。

実際の現場を見て、普段学習している土木に対する知識の向上を図り、
ひいては土木建設業への興味・関心を高めてもらい、今後の進路選択に
役立てていただきたいと考え、実施するものです。

１）日 時：平成２８年６月２４日（金） ①下浜道路 １０：２０～１１：３０
②秋 田 港 １３：１０～１４：４０

２）場 所：①秋田市下浜羽川～下浜桂根（下浜道路工事現場）
②秋田港港内（外港地区防波堤、飯島地区泊地 工事現場）

３）対 象：金足農業高校 環境土木科 ３年生 ３５名

４）見学内容：①橋梁架設工事現場
②防波堤基礎工事、浚渫工事現場

５）取材申込：別紙５様式に記入いただき、事前に下記ＦＡＸ番号へ送信願います。
（ＦＡＸ ０１８-８６４-４４２５、６月２３日(木)１５：００必着）

集合場所：①秋田市下浜羽川（Ａ１橋台横の平地）※別紙１参照
・１０：２０までお越しください

②ポートタワーセリオン２Ｆ「ポートシアター」※別紙２参照
・１３：００までお越しください

※国道７号「下浜道路（L=6.2Km）」は、平成３１年度の開通を目指しております。
※飯島地区泊地は平成２８年度、外港地区防波堤は平成３５年度の完成を目指して
おります。

発表記者会：秋田県政記者会

問い合わせ先

国土交通省 東北地方整備局 秋田河川国道事務所
副所長（道路担当） 田口 和弘 (内線205) 電話 018-823-4167 (代表) F A X 018-864-4425

電話 090-8929-9353(携帯)
国土交通省 東北地方整備局 秋田港湾事務所
副所長（技術） 佐藤 久和 (内線22) 電話 018-847-2511(代表) F A X 018-880-1021

秋田県立金足農業高等学校
環境土木科教諭 丹 啓記 電話 018-873-3311 F A X 018-873-3313
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（仮）羽川こ線橋

▲集合場所（H28年6月10日撮影）

至由利本荘市

▲羽川こ線橋付近の状況（H27年11月撮影）

JR羽越本線

国道７号

送り出し架設

集合場所

至秋田市内

至由利本荘市

※国道7号を秋田市方向からJR下浜駅を過ぎて、約1.5kmのところに
羽川こ線橋工事現場があります。A1橋台の横にお入りください。

至秋田市内

至由利本荘市
A1橋台

（仮）桂根こ線橋

別紙１

見学場所①、②

見学場所③

見学場所②

見学場所①



位置図 別紙２

見学場所①
外港地区防波堤（第二南）

見学場所②
飯島地区泊地（-11m）

集合・乗船場所
ポートタワーセリオン

見学ルート

撮影：平成２７年７月

【集合場所】
セリオンシアター
（セリオン2F）

【乗船場所】

至：天王・男鹿方面

至：土崎臨海十字路





平成28年度 当所発注港湾工事の概要
件名：秋田港外港地区防波堤（第二南）基礎工事
受注者：（株）加藤建設
工事概要：基礎工 88m（基礎捨石約7,000m3）

件名：秋田港飯島地区泊地（-11m）浚渫工事
受注者：若築建設（株）
工事概要：浚渫工 49,000m2（土量 約164,000m3）

【グラブ浚渫船 第11平成 概要】 ※青木組パンフレットより抜粋
長さ：56.0m、幅23.0m、喫水2.5m（満船時）
クレーンエンジン出力：2,500PS
使用グラブバケット：30m3（グラブ重量65t）

・「浚渫」とは、港湾・河川などの水深を深くするため，水底をさらって土砂などを取り除くこと。
・今回使用する船舶（第11平成）は、国内最大級の浚渫船。
・グラブが一度に掴める最大土量（30m3）は、一般的なダンプトラック（10t積み）に換算すると
約５台分に相当。（土の比重：1.8t/m3で換算）

・一般的に「防波堤」と呼ばれるものは、「ケーソン」（フランス語で箱）と呼ばれる鉄筋コンク
リートで出来た巨大な「箱」であり、安定性確保のため、下部には石積みの基礎を施工する。
・基礎マウンドの厚さは約３ｍ、使用される石材は１個あたり200~500kg程度。

基礎マウンド

【施工の流れ】

浚渫・積込 土運船で運搬 揚土・陸上仮置

【施工の流れ】

積込・運搬 捨石投入 潜水士による荒均し
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国土交通省 東北地方整備局 

    秋田河川国道事務所 宛 

    (ＦＡＸ ０１８－８６４－４４２５) 

 

国道７号下浜道路及び秋田港 

将来の土木を担う高校生を対象とした現場見学会 取材申込書 

 

取材希望の場合は、この様式を用いて上記連絡先までＦＡＸでお申込み下さい。 

申込み締め切り日は、６月２３日(木)１５：００迄です。 

 

会社名、部署名、人数 

 

取材者 (役職・氏名・連絡先) 

 

①(代表者) 

 

② 

 

③ 

 

連絡先(代表者の連絡先) 

 

 

 

82690995
テキストボックス
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国道７号下浜道路 整備効果




